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～Paying attention to a standard study committee concerning child



































1 ．調査期間：平成26年 6 月～ 8月
38 新制度における幼保連携型認定子ども園における食事の提供に関する研究


















































































































はしていただくとか，園で年に 1回や 2 回はみんなでお弁当を持ってくるというようなことも必要かもしれませんし，






















います。簡単に言えば， 0， 1， 2 の主食，副食，あと 3， 4， 5 歳児に対する主食，副食の問題は違ったと思うので
すけれども，そこも，もしかすると考えていく必要があるのかなと。例えば当協会のほうで議論されていますのは，逆















食事の提供」というところでございます。前回いただきました御意見として，学級編制について 1号と 2 号で一体的に
行うべき， 1 号， 2 号というのは 1 号認定子どもと 2 号認定子どもとで一体的な編制を基本にするということを前のほ
うで言ってございます。その際に，食事の提供についても 1号と 2 号で差をつけないことが必要ではないかといったよ
うな御意見もございました。























































































































































































































































































































































































































































































第 2回2013年 6 月28日
　　内閣府「子ども子育て会議基準検討部会議事録」
第 3回2013年 ７ 月25日
　　内閣府「子ども子育て会議基準検討部会議事録」
第 4回2013年 8 月2９日
　　内閣府「子ども子育て会議基準検討部会議事録」
第 5回2013年 ９ 月20日
　　内閣府「子ども子育て会議基準検討部会議事録」
第 ７回2013年11月15日
　　内閣府「子ども子育て会議基準検討部会議事録」
第 8回2013年11月25日
　　内閣府「子ども子育て会議基準検討部会議事録」
第 ９回2013年12月11日
　　内閣府「子ども子育て会議基準検討部会議事録」
第11回2013年12月26日
第11回：北條委員
それからもう一つは，39ページです。ここは，移行特例の件についていろいろ工夫を重ねていただいて，実質的に10年
間の経過措置の中で基準を満たす努力義務を課すということを，そういうふうにストレートには言えないのでこういう
表現になったと了解いたします。せっかくこういう制度ができるわけですから，少しでも高い水準が維持できるよう，
ぜひとも御協力をお願いしたいと思います。以上でございます。（再掲）
